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Practice in Activities of Daily Living and Assistive Technology 務臺　均・佐賀里　昭・岩波　潤・佐藤　正彬

4 前期 水曜･６時限 水曜･７時限 作業療法学領域／２年次

保健学科１１１講義室 演習 選択科目

該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【保健学】保健・医療・福祉の現場において独創的な観点で研 心身機能に障害のある人の在宅生活支援に関する研究論文の系
究を推進する能力を有する。 統的レビューを行い、自らが選択した課題を実証的に検証する

方法の説明ができる
⇔

(2)授業の概要 心身機能に障害のある人の在宅生活支援に関する研究論文の系統的レビューを行って，国内外の研究の
動向を把握する。
さらに，当事者や専門家からも情報収集して，顕在・潜在する重要な課題を把握して，自らの研究テー
マの抽出につなげる。
さらに，選択した課題を実証的に検証する方法を検討し，研究を進めるための条件を整える。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

１．心身機能に障害のある人の在宅生活支援に関連した文献の系統的レビューと当事者や専門家からの
情報収集に基づいて研究課題を精選する。
２．研究課題に適した研究方法を検討する。
３．研究フィールドや対象と調整して，協力を得られるように条件を整える。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

１．心身機能に障害のある人の在宅生活支援に関連した文献レビューと当事者や専門家からの情報収集
に基づいて研究課題を絞り込むことができる。
２．研究課題に適した研究方法を選択することができる。
３．研究フィールドや対象と調整して，協力を得られるように条件を整えることができる。

(5)授業計画 開催日時は受講学生と検討のうえ決定する．研究の進捗により下記の所要時間は前後するが，相当程度
の事前事後の自主学習時間を要する．

第1-2回　：心身機能に障害のある人の在宅生活支援に関する研究の動向を把握する
第3-4回　：関心領域の系統的文献レビュー＆当事者や専門家からの情報収集
第5-7回　：研究テーマの精選
第8-10回 ：研究テーマに適した研究方法の検討
第11-12回：研究遂行に必要な諸条件の整備
第13-15回：経過報告、プレゼンテーション

(6)授業の進め方 演習を中心に行います。
文献レビューでは複数の論文を担当し，研究のデザイン，介入方法，測定指標，評価方法，ニューエビ
デンスをレジュメにまとめて発表していただきます。
研究課題の精選や方法の検討，諸条件の整備の学習では，学生のプレゼンテーションとディスカッショ
ン形式で進めます。
授業の一部は遠隔授業で行います。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

【事前学習】身体障害や老年期障害のある人の在宅生活支援の課題を事前に把握して授業に臨んでくだ
さい。
【事後学習】授業の中で疑問に感じたり，自身の知識が足りないと感じた事柄に関しては，テキストや
文献等を通して復習するように取り組んでください。

【履修上の注意】web会議システムによる遠隔授業を行う場合は，事前にアクセスID／パスワードを通知
します。また，質問には，メールで対応します。

(8)成績評価の方
法

課題のプレゼンテーション（90点満点）とディスカッション（10点満点）の内容に基づいて，総括的に
成績を評価し．総合点の60%以上を合格とします．

(9)成績評価の基
準

課題のプレゼンテーションの評価基準は，SBOの達成度が卓越した水準にある（90点），良好な水準にあ
る（80点），普通の水準にある（70点），最低限の水準にある（60点）．ディスカッションの評価基準
は，非常に積極的（10点），積極的（8点），積極的でも消極的でもない（6点），やや消極的（4点），
消極的（2点）とする．

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

質問・相談は，メールにて随時，受け付け，積極的に対応します。
履修希望者は，事前に連絡してください。
開講日については，別途，連絡します。

オフィスアワー
　上村：木曜日12時～13時　中校舎4階　上村研究室（事前にメールにてご連絡ください）
tkamimu@shinshu-u.ac.jp
　杉山：木曜日12時～13時　南校舎2階　杉山研究室（事前にメールにてご連絡ください）
nsugi@shinshu-u.ac.jp 
　務台：随時　　　　　　　南校舎2階　務台研究室（事前にメールにてご連絡ください）
hitmutai@shinshu-u.ac.jp
　佐賀里：随時　　　　　　南校舎2階　佐賀里研究室（事前にメールにてご連絡ください）
sagaria@shinshu-u.ac.jp



(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

　岩波：随時　　　　　　　南校舎2階　岩波研究室（事前にメールにてご連絡ください）
iwanami@shinshu-u.ac.jp
　佐藤：随時　　　　　　　南校舎2階　助手・助教研究室（事前にメールにてご連絡ください）
masato1413@shinshu-u.ac.jp

【テキスト，教
材，参考書】

適宜，紹介します。


